
一般ごみと資源物の排出量の関係 

 

 川口市の一般ごみが減少傾向を示している要因として、一般ごみが資源物として排出される

ことによるのではないかとのご指摘をふまえ、各ごみの排出量の推移を調査しました。 

 結果として、一般ごみ、資源物とも減少傾向を示していることから、資源物として排出され

ることが要因ではないと考えられます。 

 一般ごみが減少した要因として、ペーパーレスや缶・ペットボトルの肉薄化等の社会的情勢

及び、啓発等の効果、市民の努力により減少しているものと考えられます。 
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びん 飲料かん 金属類 ペットボトル 繊維類 紙類 ﾌﾟﾗｽﾁｯｸ製容器包装


